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久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

【目的】

   学校の先生と芸術家、文化芸術コーディネーターが協働しながら、子どもの感性や創造性

を育むプログラムを実施し、児童や生徒たちが文化芸術体験を通じて学びあい、表現できる

環境を整えていくこと、また、将来の文化芸術活動に繋げることを目的とする。

　

【概要】

　地域の芸術家や伝統芸能の保持者を市内の小中学校等に派遣し、学校施設を会場と

して、児童・生徒を対象に、文化芸術に関する簡単な実技・実演披露や講和・体験等を行う。

　年度当初に、市立の小・中学校等に対し希望調査を行い、実施校を募集する。実施校の

決定後、文化芸術コーディネーターが各学校に赴き、先生と打ち合わせを行う。学校の希望を

踏まえながら、内容に相応しい芸術家を選び、学校の先生や芸術家と打ち合わせを行い、

事業内容を調整していく。

　本事業は、市が（公財）久留米文化振興会に委託する形で実施しているもので、同団体

が文化芸術コーディネーターの取りまとめ等を行う。

取組みの内容 　　①文化芸術に関する子どもの創造的体験の充実

事業の目的

・概要

取組み項目 　　ア.学校などでの子どもたちの文化芸術体験機会の提供

事業名

計画の柱 （1）市民を対象とした幅広い取り組みと多様な人材の育成

  学校への芸術家等派遣事業 　文化振興課

課題等

年度初めに各学校に対し、実施希望時期・分野について調査した上で、実施スケジュールを決定して

いるが、例年、馬頭琴を希望する学校が多く、他の分野と比べて偏りが生じている。

※実施希望分野：①演劇、②美術（水墨画など）、③伝統音楽（箏など）、④国際民族音

楽（馬頭琴など）、➄音楽、⑥舞踊（日本舞踊、ダンスなど）、⑦伝統芸能（能、狂言、謡曲

など）、⑧生活文化（華道など）

令和4年度

2,847

2,523

令和3年度

　　　　事業費　（千円）

2,998

実績

・実施校：17校（小学校17校）

・分　野：狂言（8校）、馬頭琴（4校）、能（3校）、

　　　　  演劇（1校）、水墨画（1校）

※当初は25校で実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影

響で2月に実施予定の8校（すべて馬頭琴、うち4校は合同実施）が

中止となった。鑑賞型事業を中心に実施した。

・実施校：21校で予定

　　　　事業費　（千円）

（単位：校）

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

事業実施校 25 16 32 31 33 20 17
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担当課

予算 決算

予算 決算

7,670

12事業に対し、財政的支援を予定していたが、新型コロナ感染症の影響により、

6事業が開催中止となった。

　①久留米市総合美術展【直前中止】　　②久留米ちくご大歌舞伎【中止】

　③謡曲大会【中止】　　④子ども劇場【中止】　　⑤芸能大会

　⑥西日本久留米王位戦（将棋）【中止】

　⑦久留米連合文化会事業

　⑧市民ｵｰｹｽﾄﾗ演奏会【直前中止】

　⑨吹奏楽連盟演奏会　　⑩ｼﾞｭﾆｱ青木繁展

　⑪旧4町文化協会の文化事業（４団体）

　⑫一般ｺﾐｭﾆﾃｨ助成（R2年度申請分・採択なし）

　　　　事業費　（千円）
計画

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （1）市民を対象とした幅広い取り組みと多様な人材の育成

　文化振興課　市民文化活動助成（補助金）

課題等

・補助制度が硬直化し、新たな事業へ補助金を出すなどの柔軟な対応が難しくなっている。

取組みの内容 　　②あらゆる市民の文化芸術活動への支援

　　　　事業費　（千円）
実績

【目的】

　久留米市内を活動の拠点とし、市民文化の振興に大きく寄与している事業に対して必要な

財政的支援を行い、さらなる市民文化活動の振興を図る。

　

【概要】

　各分野において、全市的また市域を越える規模で行われる事業や活動に対して助成する。

（個別の団体、グループ等への補助は行っていない）

取組み項目 　　イ.市の補助金、後援などによる活動支援

事業の目的

・概要

令和3年度

19,635

令和4年度

19,635

12事業に対し、財政的支援を行う予定。新型コロナ感染症の影響により、中止

検討中の事業もあり（5月3１日現在）。

　①久留米市総合美術展　②久留米ちくご大歌舞伎

　③謡曲大会　　④子ども劇場　　⑤芸能大会

　⑥西日本久留米王位戦（将棋）

　⑦久留米連合文化会事業

　⑧市民ｵｰｹｽﾄﾗ演奏会

　⑨吹奏楽連盟演奏会　　⑩ｼﾞｭﾆｱ青木繁展

　⑪旧4町文化協会の文化事業（４団体）

　⑫一般ｺﾐｭﾆﾃｨ助成（R3年度申請分・1団体）
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835

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （1）市民を対象とした幅広い取り組みと多様な人材の育成

取組みの内容 　　③ 文化芸術に関わる人材の育成と活用

　久留米市芸術奨励賞 　文化振興課

課題等

・応募要項の見直し等によって、若手の応募を増やすための検討が必要。

・事業の周知の工夫

取組み項目 　　ア.芸術家の発掘・育成支援

事業の目的

・概要

【目的】

　市民の文化芸術に対する意欲の高揚を図り、もって市の文化芸術の発展に資する。

【概要】

　過去において優れた実績があり、また、展覧会および発表会等において優れた成績をおさめた者で、

将来を嘱望される者に対して芸術奨励賞を贈呈する。

・ 選考方法　他薦により候補者を募集。提出書類等に基づき、附属機関である「久留米市芸術

   　　　　　奨励賞選考委員会」（学識経験者等１５名で構成）で選考。

・ 受賞者の決定　久留米市芸術奨励賞選考委員会の意見を聴いて、市長が決定する。

・ 表彰方法　毎年１１月３日（文化の日）、市表彰式にて

・ 実績　　　令和３年度までの実績　　１８４名・８団体

・ 表彰人数　５名以内

・ 賞金の額　１０万円

7月～8月　 芸術奨励賞候補者の募集

9月～10月　受賞者選考

11月3日　　 表彰式

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

835 753

芸術奨励賞候補者の募集、受賞者の選考を行い、1団体（音楽）と

4名（華道、洋楽、舞台芸能、美術）に贈呈

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

H28 H29 H30 R1 R2 R3

受賞者

（人）

分野

4 2 2 5 3 5

洋画、染織

洋舞、書道
邦楽、声楽 声楽、ピアノ

文学、華道

書道、演劇

洋舞

書道、華道

器楽

華道、洋楽

音楽、

舞台芸能、

美術

3 



担当課

予算 決算

予算 決算

3,600

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （1）市民を対象とした幅広い取り組みと多様な人材の育成

取組みの内容 　　③ 文化芸術に関わる人材の育成と活用

　文化振興課　青木繁記念大賞ビエンナーレ

課題等

平成21年の第1回展より、出品者数が年々減少している。

全国的に洋画の公募展への出品数が減少傾向となっている背景もふまえ、事業の見直しが必要となっ

ている。

取組み項目 　　ア.芸術家の発掘・育成支援

事業の目的

・概要

【目的・概要】

　青木繁を顕彰する青木繁記念大賞公募展と西日本地区の新人画家の登竜門として 開催実績

のある西日本美術展（西日本新聞社主催）が統合し、平成21年に第1回  「青木繁記念大賞

西日本美術展」を開催。以後、若手作家の飛躍を願う公募展として ビエンナーレ（隔年開催）

形式で開催 している。

　平成30年度より、事業名及び実行委員会名が変更となった。また、第6回（平成30年度準備、

令和元年度開催）より、40才未満や、２点目以降の出展料を減額し、奨励賞の増枠や   「オーディ

エンス賞」の新設により、作家の創作意欲を奨励し、さらなる芸術の振興を目指して開催。

〇応募資格　日本国内居住者に限る。

〇応募作品　本人が制作した洋画（油彩、水彩、版画など）で公募展で未発表の作品に限る。

○賞：大賞（賞状・副賞200万円）※第5回より作品の買い取りを中止、100万円減額

　　　石橋財団賞（賞状・副賞100万円）※第5回より作品の買い取りを中止、100万円減額

            特別賞・西日本新聞社新人賞（賞状・副賞50万円）

            特別賞・テレビ西日本賞（賞状・副賞30万円）

　　    特別賞・わだつみ賞（賞状・副賞20万円）

            優秀賞・4点（賞状・副賞10万円）

　　    奨励賞・約10点（賞状・副賞5万円）

            オーディエンス賞（１点・副賞地元特産品5万円相当）

　　    入選約70点（入選証）

○運営主体：青木繁記念大賞ビエンナーレ実行委員会（事務局：久留米文化振興会）

＜参考＞・青木繁記念大賞公募展（平成3年から開催、平成19年度まで17回開催）

　　　　・西日本美術展（昭和43年から開催、平成19年度まで40回開催）

第7回青木繁記念大賞ビエンナーレ（募集年）

・募集要項公開の時期を検討中。（5月1日現在）

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

3,600 600

第7回青木繁記念大賞ビエンナーレに向けた検討・準備

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和３年度に予定していた募

集要項公開や令和４年度に予定していた作品の審査、展覧会の開催を

次年度以降に再度延期した。

「第7回青木繁記念大賞ビエンナーレ開催の再延期」のお知らせをHPに掲

出した。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （1）市民を対象とした幅広い取り組みと多様な人材の育成

取組みの内容 　　③ 文化芸術に関わる人材の育成と活用

　文化振興課　文化芸術コーディネーター養成

課題等

「学校への芸術家等派遣事業」では、実施希望校が増え、コーディネーターの数が不足してきている。

学校と芸術家の希望を聞きながら、上手くコーディネートしていくコーディネーターを育てるために、コーディネー

ター自身の経験と知識の向上を図る、効果的な養成講座の在り方を検討する必要がある。

取組み項目 　　イ.文化芸術事業の推進を 支える人材の育成

【目的】

　「アウトリーチ」（芸術家派遣事業）や「ワークショップ」（体験型講座）などの活動において、

芸術家や指導者と市民や地域をつなぐパイプ役のとしての人材を「文化芸術コーディネーター」と

位置付け、その養成を目的として事業を行う。

【概要】

  子どもたちの芸術体験事業として行っている「学校への芸術家等派遣事業」において、学校と

芸術家をつなぎ、調整していく役割を担う人材としての「文化芸術コーディネーター」を養成する

ため、養成講座等を実施する。

令和3年度

・養成講座の実施・見直しを検討

・「学校への芸術家等派遣事業」において、コーディネーターが参加予定

・コーディーネーター登録者：8名（令和４年４月現在）

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）
実績

150 0

・養成講座は、新型コロナウイルス拡大防止のため中止

・「学校への芸術家等派遣事業」において、コーディネーター8名が参加

・コーディーネーター登録者：8名

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

（単位：人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

養成事業参加者 9 7 6 - 25 16 17 - -

芸術家等派遣事業に参

加したコーディネーター
8 7 5 5 5 16 17 10 8
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　多様な文化芸術活動への積極的な支援 担当

予算 決算

予算 決算

課題等

・継続的に事業を行っていくにあたり、市民団体との連携をさらに深めていく必要がある。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

2,200

久留米シティプラザ芸能フェスティバル2022

久留米市民オーケストラ第34回定期演奏会

久留米ちくご大歌舞伎（中止）※

※新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度の開催中止が決定

取組み項目 　　イ.多様な文化芸術活動への積極的な支援

事業の目的

・概要

【目的】

  文学や演劇、美術や音楽など多様な分野での市民や文化芸術団体などとの連携・協力あるいは

活動の支援により、久留米市の文化芸術の裾野を広げ、活性化していく。

 多様な文化芸術活動への積極的な支援として、新しい芸術分野も含めた多様な文化芸術活動を

積極的に支援していく。

【概要】

 久留米シティプラザの活動支援

（１）久留米ちくご大歌舞伎

　　   市民が本格的に歌舞伎を演じる舞台であり、複数の地場企業が支援を行う事業。

　　   例年約100名が出演し、近年は小、中、高生など若い世代の出演者も見られる。

（２）久留米市民オーケストラ

　　　久留米青年会議所メンバーの呼びかけにより誕生。シティプラザでは、開館当初より、

　　　ザ・グランドホールや六角堂広場などでコンサートを開催。

（３）久留米シティプラザ芸能フェスティバル

　　　旧市民会館より開催されている市民発表会であり、市内で文化・芸能活動を行っている

　　　団体・サークル約40団体が、「芸能」「フラダンス」の部門に分かれ、平成28年度から

　　　シティプラザを舞台として開催。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

2,200 1,332

久留米シティプラザ芸能フェスティバル2021（中止）※

久留米市民オーケストラ（中止）※

久留米ちくご大歌舞伎（中止）※

※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催中止

取組みの内容 　　① 文化芸術団体等との連携による多様な文化芸術活動の推進

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名 　久留米シティプラザ

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造 
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9,259

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　② 音楽の力を活かしたまちづくりの推進

　音楽によるまちづくり推進事業

（街かど音楽祭、ライブチャレンジ等）
　文化振興課

課題等

・市内外の多くの人に事業を知ってもらうための、広報・周知方法の工夫

・新型コロナウイルス感染症の感染対策に配慮しつつ、効果的な実施方法を検討する必要

取組み項目 　　ア.音楽によるまちづくりの推進

事業の目的

・概要

【目的】

　音楽の持つ力で人とまちを元気にするという考えのもと、音楽イベントの実施や音楽アーティスト

の育成・支援の取り組みを展開し、まちに賑わいを創出するとともに、市の魅力向上につなげる。

 

【概要】

①くるめ街かど音楽祭事業（H25年度からH30年度まで6回実施、令和1～3年度は中止）

    「街に音楽があふれる」をテーマとして、両替町、六角堂広場等において実施する、市民参加

　型の無料音楽イベント。　⇒※令和4年度から②くるめライブチャレンジに融合

②くるめライブチャレンジ事業（人材発掘・支援事業）　⇒※令和4年度から内容を拡充

　音楽分野における人材発掘・支援と中心市街地活性化のために、夢を抱くアマチュア演奏家

    の観覧無料ライブを、年4回程度開催。年間チャンピオンを決定する大会も開催。

③邦楽振興事業

　箏曲発祥の地「善導寺」で諸田賢順を顕彰し、邦楽の魅力を広く伝えるとともに、邦楽愛好

    家や活動家の裾野を広げる。

④久留米ゆかりの音楽事業

　記念事業などの支援や連携を行う。令和元年度は、久留米でベートーベンの「第九」が演奏

　されて100年目となることを記念して開催された「久留米第九を歌う会演奏会」へ支援した。

②くるめﾗｲﾌﾞﾁｬﾚﾝｼﾞ：シティプラザ（Ｃボックス、久留米座、グランドホー

ル）を活用し、新たな3つのステップを設けて実施する。

　【STEPⅠ】ジュニアミュージックレクチャー：久留米市近郊の中高生を

　　　　　対象としたテクニカルワークショップを開催。

　【STEPⅡ】くるめライブチャレンジ：公募によるアマチュア演奏家のライブ

                  を4回程度開催した後、ベストパフォーマー大会を開催。

　【STEPⅢ】Chase your Dream inグランドホール：メジャーミュージシャン

                 を招聘したコンサートの開催

③邦楽振興事業：演奏会を開催

④久留米第九を歌う会演奏会：実施検討中

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

13,579 5,411

①くるめ街かど音楽祭：コロナのため中止

②くるめﾗｲﾌﾞﾁｬﾚﾝｼﾞ：オンラインによる予選（12/8、1/23の2回）および

ベストパフォーマー大会（2/27）を開催

③邦楽振興事業：会場を石橋文化ホールに変更して開催（2/23）

④久留米第九を歌う会演奏会：コロナのため中止

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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　青木繁旧居の管理･運営 担当

予算 決算

予算 決算

2,552

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　③文化財や伝統文化の保存・継承とその活用による郷土愛の醸成及び地域の活性化

　文化振興課

課題等

・石橋文化センター、久留米市美術館、坂本繁二郎生家との事業連携の検討

・青木繁旧居保存会メンバーの高齢化に伴う、今後（R5年度以降）の指定管理者についての検討

・H15年の開館から18年が経過し、施設の老朽化による修繕箇所が増加している。

取組み項目 　　ア.文化財などの保存・継承

【趣　旨】

　久留米が生んだ近代洋画家・青木繁が多感な少年期を過ごした建物として、美術史的、文化的価

値の高い青木繁旧居を、かけがえのない地域の財産として保存するとともに、市の文化振興と地域振

興のために有効に活用する。

　平成18年４月から、地域住民で構成される任意団体「青木繁旧居保存会」を指定管理者とし、

同団体により主体的な管理運営がなされている。

【概　要】

  ・全面的な復元整備を行い、平成15年３月に「青木繁旧居」として開館。

 ・ 平成18年４月から、地域住民で構成される任意団体  「青木繁旧居保存会」を指定管理者と

　して、同団体による主体的な管理運営へ移行。

・  青木繁旧居保存会による、施設の魅力向上のための取組みや、来館者に対する丁寧な説明・

　対応により、市内外からのリピーターが増えている。

    指定管理者：青木繁旧居保存会（久留米市荘島町431番地）

　　　　　　　　　　　　　　　　※会員数12名（R4.4.1現在）

    指定期間　：令和2年4月1日から令和5年3月31日まで（第5期・3年）

令和3年度

指定管理者である青木繁旧居保存会により、施設の管理、来館者への対

応等を行う。

青木繁の誕生日（7月13日）、命日（3月25日）の時期に、旧居内でお

茶会、華道展を開催することを検討中。

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）
実績

2,552 2,552

指定管理者である青木繁旧居保存会により、施設の管理、来館者への対

応等を行った。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントの実施を見送った。

・6月　お茶を楽しむ会【中止】

・3月　華道展【中止】

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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担当課

予算 決算

予算 決算

2,535

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　③文化財や伝統文化の保存・継承とその活用による郷土愛の醸成及び地域の活性化

　文化財保護課　歴史的建造物保存整備事業

課題等

・ 調査及び文化財指定・登録に際し、所有者の同意・協力が必要である。

・ 建造物の保存修理は事業費が大きく、かつ長期の事業期間が必要であり、国・県の補助金を

 はじめとする財源の継続的な確保が必要となる。

取組み項目 　　ア.文化財などの保存・継承

【目的】

　市内に残る歴史的価値のある建造物を調査・整備し、保存を図るとともに、市民が身近な

場所で久留米市が歩んできた歴史を感じながら暮らすことができるまちづくりへ活用していく。

【概要】

・市内に残る建造物の歴史的価値及び保存修理の必要性について調査を実施。

・文化財に指定された建造物の経年劣化による腐朽や自然災害による被害の修理･復元を

　行うとともに、所有者の協力を得て保存と活用を図る。

　

令和3年度

草野町に所在する須佐能袁神社について詳細調査を実施する。歴史的

価値を明らかにするとともに、近代和風建築の代表例として重要文化財

指定を目指す。また、関連する神社建築についての悉皆調査を行うこと

で、市内の神社建築を活用した事業の立案を図る。

さらに経年劣化により雨漏りが生じ、屋根や漆喰壁が毀損している大善寺

町の大善寺旧庫裏（市指定）について、保存修理計画を立てるための

現況把握調査を実施する。

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）
実績

2,933 1,910

通町・日吉町に残る明治・大正時代の歴史的建造物（旧國武合名会

社倉庫、旧國武合名会社綿糸部店舗・倉庫）について調査を実施し

た。

また、市内に残る歴史的建造物の活用に向けた悉皆調査を行い、国の登

録文化財への申請等を検討した。その中で、篠山町の篠山神社につい

て、国登録有形文化財（建造物）へ申請を行った。

さらに経年劣化により毀損した大善寺町の大善寺旧庫裏（市指定）に

ついて、漆喰壁の保存修理を実施した。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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担当課

予算 決算

予算 決算

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　③文化財や伝統文化の保存・継承とその活用による郷土愛の醸成及び地域の活性化

　文化財保護課　坂本繁二郎生家活用事業

取組み項目 　　ア.文化財などの保存・継承

事業の目的

・概要

【目的】

　市内に残る唯一の武家屋敷として、市の有形文化財（建造物）に指定されている坂本繁二郎

生家を保存・活用し、後世に伝えていく。

【概要】

　坂本繁二郎生家は、久留米市出身の洋画家である坂本繁二郎が20歳まで暮らした家屋を

復原工事したものである。

　施設公開や貸室利用に加え、年間を通じた体験講座などを開催することで、青木繁旧居

などとともに地域魅力のスポットとして、「芸術の街久留米」をPRする。

   併せて、JR久留米駅周辺の「歴史のプロムナード」を重要な地域資源として地域と連携した

活用を行う。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

322 111

新型コロナウイルスの感染拡大防止策として、令和3年5月12日～6月20

日、及び8月10日～9月30日までを臨時閉館した。臨時休館中は週2

日、施設内の清掃および月2回の庭園の除草作業は実施した。また、体

験イベントについても前年度同様、すべて中止した。

Ｒ3年度入館者　2,428名

Ｒ3年度貸室利用　７件

課題等

・ 年間を通して安定した集客を確保するために、教育機関や観光事業者などへPRを強化し、

　団体の利用促進を図る必要がある。

・ 貸室利用の促進を図り、恒常的な利用申込の確保に努める。

・展示品の追加や入れ替えなどリピーターが多くなるような工夫が必要。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

322

新型コロナウイルスの感染拡大防止策として、体験イベントについては6月

末までは中止。7月の七夕飾りや夏以降のイベントについては、新型コロナ

の動向を見極めつつ、保存会と協議しながら検討していく。また、今年は坂

本繁二郎の生誕140年にあたり、コロナ禍で実施できるイベントについても

検討する。

10 



担当課

予算 決算

予算 決算

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　③文化財や伝統文化の保存・継承とその活用による郷土愛の醸成及び地域の活性化

　文化財保護課　有馬記念館活用事業

取組み項目 　　ア.文化財などの保存・継承

事業の目的

・概要

　【目的】

　　久留米の代表的史跡である久留米城跡内に所在する有馬記念館で、久留米市や有馬家の

　歴史・文化を発信することで、地域の魅力向上に努める。

　【概要】

　 　平成22年11月にリニューアルオープンした有馬記念館で開催される特別展・企画展等の開催

　経費と施設の維持管理費を補助する。

　　なお、施設の運営は、（公財）有馬記念館保存会が行っている。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

10,435 8,035

有馬記念館の運営費を補助し、展示会やイベントを開催した。

・平成29年度宗教法人篠山神社より寄託された資料の公開に向けた整

理作業を実施。

・令和３年（2021年）は、有馬豊氏が久留米藩21万石の藩主として初

めて久留米城に入城してから400年の節目の年にあたる。平成28年度から

その歴史を振り返る企画展をシリーズ化してきたが、令和3年度は年間を通

し、久留米入城400年記念事業に取り組んだ。記念企画展は３回開催し

た。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、5/12～6/30および8/21～9/30

を臨時休館とした。

課題等

・ 観光・国際課、「まち旅」やＪＲウォーク等のイベント主催者、マスコミ等と連携し、ＰＲ活動を強化す

ることにより、集客の促進を図る。

・ 寄託資料の保存環境と展示環境を充実させるための設備の整備を進める。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

10,172

久留米に関わる歴史・文化の公開を主目的とした企画展を１回と平常展

を開催予定。

・平常展「大名有馬家と久留米城下町」

：大名有馬家の格式や徳川家との繋がり、江戸時代に歴代藩主が整

備した久留米城下町での人々の暮らしぶりなど、年間を通じて紹介。

・企画展「久留米藩と村の人々」

：久留米藩と村、享保・宝暦の一揆、人々の暮らしについて紹介。
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担当課

予算 決算

予算 決算

実績

10,813 7,648

　高良山総合調査や、活用拠点となる歴史遺産の管理等を継続して行っ

た。

　また、令和元年度から策定を進めてきた「久留米市文化財保存活用地

域計画」が国により認定を受けることができ、同計画関連の地域とのワーク

ショップや、計画推進のための仕組みづくりに取り組んだ。

　なお、例年情報発信事業として取り組んできたストーリーシートの作成やイ

ベントについては、令和３年度が大名有馬家の久留米入城400年にあたる

ことから、別事業として独立して推進した。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

3,715

　高良山総合調査や梅林寺に所在する歴史資料の調査を実施し、市内

に残る歴史資料の把握に努める。また、文化財保存活用のマスタープランで

ある「久留米市文化財保存活用地域計画」を推進するため、市民を対象

としたワークショップを開催し広く周知を図るとともに、筑後川遺産登録への

取組を進める。情報発信事業として取り組んできたストーリーシートの作成は

２枚を予定しており、イベントとして高良山総合調査の成果を市民に周知

するためのシンポジウムを開催予定である（新型コロナウイルス感染状況に

よっては中止の可能性あり）。

　なお、活用拠点となる歴史遺産の管理については、別事業（史跡等環

境整備活用事業、文化財費）として取り組んでいく。

課題等

・地域との連携や交流人口増加のための取り組み。

・「歴史のまち久留米」のブランディングの計画的な戦略。（基礎調査の推進とストーリーの構成、情報発

信）

・筑後川遺産の登録へ向けた情報発信と申請団体との協働。

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名 　歴史ルートづくり事業 　文化財保護課

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

取組みの内容 　　③文化財や伝統文化の保存・継承とその活用による郷土愛の醸成及び地域の活性化

取組み項目 　　ウ.文化財を活用した地域の魅力向上

事業の目的

・概要

【目的】

　久留米のシンボルであり豊かな歴史・文化・自然を育む高良山と、地域資源豊富な耳納北麓エリアな

ど、市内の歴史遺産が集中する地域を一体的な地域資源として捉え、情報発信、地域活動の醸成、

拠点整備等を行うことで地域の魅力向上を図り、市を代表する魅力的なエリアとして、交流人口の増加

を目指す。

【概要】

　関連する歴史遺産を集積・整理した「歴史のまち久留米　ストーリーシート」の作成、情報発信などによ

る「歴史のまち」としてのブランディング、歴史的なストーリーに基づくイベントの実施、拠点整備や拠点間を

つなぐ行程の環境整備を行う。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
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　文化芸術事業を活用した賑わい創出事業 担当課

予算 決算

予算 決算

課題等
・市内外からの来場者を中心市街地における賑わいに繋げて行くためには、商店街や各関係団体等

とのさらなる連携強化を図る必要がある。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

6,935

　くるめ楽衆国まつりは、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染防

止対策のため、事業中止となった。その他の事業においては、感染防止

対策を取りながら、来場者が安心して、安全に参加できるような工夫を図

りながら、開催の方向で準備を行う。

　【実施概要】

　・久留米たまがる大道芸

　・まちゼミ

　・くるめ楽衆国まつり（事業中止）

取組み項目 　　ア　文化芸術事業と観光・まちづくり産業などとの連携・協働

事業の目的

・概要

【目的】

　久留米シティプラザを中心とした中心商店街で開催される久留米たまがる大道芸や、久留米商

工会議所等が中心となって開催しているくるめまちゼミ、楽衆国まつりなどと連携した事業を実施す

ることで、あらゆる市民に文化芸術に触れる機会を提供するとともに、中心市街地に賑わいを創出

する。

【概要】

・市民に大道芸が持つ日常を超えた楽しさや醍醐味を提供するとともに、中心市街地の新たな活

力と賑わいを創出するため、商店街や広場、公園などの街なかを舞台に、市民、商店街、市などが

一体となって大道芸フェスティバルを開催する。

・久留米商工会議所が主催する商店街の店舗と連携した街なか活性化事業まちゼミにおいて、商

店街連携事業として、施設見学会等を実施する。

・市や久留米商工会議所等でつくる「オール久留米で盛り上げ隊実行委員会」が主催する街なかイ

ベント「くるめ楽衆国まつり」において、関連企画を開催する。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

7,300 0

　久留米たまがる大道芸及びくるめ楽衆国まつりは、新型コロナウイルス

感染防止対策のため事業中止となったが、大道芸の過去の写真を展示

する「大道芸展示広場」を商店街の「100縁商店街」イベントと合わせ実

施した。

　まちゼミは、オンラインと対面開催の併用で開催されたが、前年度のオン

ライン開催の実績を踏まえ、開催を見送った。

　【実施概要】

　・大道芸展示広場in100縁商店街　　　　 ：事業中止

　・まちゼミ　　　　　　　　　　　　　　   ：参加見送り

　・くるめ楽衆国まつり　　　　　　　　　　 ：事業中止

取組みの内容 　　④様々な政策分野との連携

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名 久留米シティプラザ

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造
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　中学校美術教育振興事業　　　　　　　 担当課

予算 決算

予算 決算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左表のとおり実施予定。

取組みの内容 　　④ 様々な政策分野との連携  

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造

　学校教育課

課題等

・感染症対策を徹底した事業の実施、および、感染状況に応じた日程変更

・久留米市美術館の展示期間に応じた、各学校の日程調整。

・ バスの運転士に関する規制により、借り上げ代金が高騰し、バス確保が困難となってきている。

・ 確実にバスを手配するためには、バス会社の繁忙期を避けてバス借上げを行う必要がある。

取組み項目 　　イ.文化事業と教育・福祉との連携・協働

事業の目的

・概要

【目的】

　市内中学生の美術への興味・関心を高め、豊かな心と郷土を愛する心を育むことを目的として、久

留米市美術館等で行われる企画展の鑑賞授業を実施する。

【概要】

   市立中学校（17校）の第１学年の全生徒が、久留米市美術館等で行われる企画展を鑑賞

するための、送迎バスの借上げを行う。 事業の実施に当たっては、生徒に対するアンケートや感想等

を学校だより等で紹介し、効果の波及を図る。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

2,890 2,100
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、6～8月に予定していた田主丸

中、宮ノ陣中の2校を中止とし、10～12月にその他15校で実施した。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）

計画

2,890

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

実施校数（校） 17 17 17 17 16 0 15

参加生徒数（人） 2,641 2,394 2,484 2,286 2,437 0 2,193

※令和元年度は、1校（宮ノ陣中）のみ、当日の豪雨により中止

※令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業を中止

※令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため2校の実施を延期後、中止

学校 学級数 鑑賞日 曜日 午前/午後

1 城南 6 11月30日 水 終日

2 江南 5 12月14日 水 終日

3 櫛原 2 11月2日 水 午後

4 牟田山 5 12月9日 金 午前

5 諏訪 7 1月16日 月 終日

6 良山 6 11月29日 火 終日

7 明星 4 12月2日 金 午前

8 宮ノ陣 2 11月1日 火 午前

9 荒木 3 11月25日 金 午後

10 筑邦西 4 11月22日 火 終日

11 屏水 3 11月9日 水 午後

12 青陵 3 12月6日 火 午前

13 高牟礼 2 12月15日 木 午後

14 田主丸 4 11月21日 月 午前

15 北野 4 11月8日 火 終日

16 城島 2 3月17日 金 午後

17 三潴 5 12月5日 月 終日
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（公財）久留米文化振興会事業（補助金） 担当課

予算 決算

予算 決算

312,790

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （２）久留米ならではの文化芸術資源を活かした都市魅力の創造 

取組みの内容 　　⑤公益財団法人久留米文化振興会の組織強化への支援

　文化振興課

課題等

・石橋文化センター全体のミュージアム化による魅力創出、各事業のPRの充実

・コロナの影響による、文化ホール・共同ホール・駐車場収入の減、オンラインを活用した事業展開

・文化センター各施設や高牟礼会館の老朽化による維持管理費の増加

取組み項目 　　ア.公益財団法人久留米文化振興会の施策展開への支援

事業の目的

・概要

【目的・概要】

　福岡県民、特に久留米市民の学術、文化の発展と公共の福祉の増進に寄与する ことを目的

 として、石橋文化センターの管理運営を行う任意団体として発足した久留米文化振興会に対し、

財政支援を行い、安定的な財団運営と事業実施に努めている。

　久留米文化振興会は、石橋文化センター諸施設及び管理委託を受けた諸施設の管理運営を

行い、市と「車の両輪」となって文化行政を進めている。

【団体事業概要】

　久留米市より無償貸与及び管理委託を受けた石橋文化センター諸施設の管理運営を通して、

芸術文化の振興と地域文化の活性化を図る。地域社会の発展と豊かな市民生活の形成に寄与

する事業を展開する。

＜主な事業内容＞

(1)施設管理運営

　 ①石橋文化センター（文化ホール・文化会館・楽水亭・庭園・共同ホール、  ②高牟礼会館

(2)施設管理委託（指定管理）

　 ①久留米市美術館、②野中生涯学習センター、

　 ③市民交流センター(市庁舎くるみホール・会議室)

(3)芸術文化振興及び地域文化活性化のためのソフト事業

    ①ホール等での公演事業　②文化センター園内イベント（バラフェア、野外コンサート等）

(4)収益事業

  ①園内喫茶・売店「楽水亭」の運営、②駐車場の管理運営

　補助金額312,790千円（運営費301,080 、施設整備費11,710）

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

324,169 307,783
　補助金額 307,783千円（運営費283,495 、施設整備費24,288）

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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　久留米シティプラザ 自主事業 担当課

予算 決算

予算 決算

　　　　事業費　（千円）
計画

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　① 久留米シティプラザを創造・発信の拠点とする文化芸術事業の推進

久留米シティプラザ

課題等

・様々な世代のニーズに応えるため、自主事業と提携事業のバランスを図りながら、ラインナップの充実を図

る必要がある。

・子どもの感性を高めるための、キッズプログラムの充実を図っていくことが必要である。

取組み項目 　　ア.上質で多彩な鑑賞事業 の実施

事業の目的

・概要

【目的】

久留米シティプラザを活用し、市民に上質で多様な文化芸術を鑑賞する機会や市民が自ら活動し

発表する場を提供するとともに、市民のさまざまな文化芸術活動や新たな文化芸術の創造を促進

していく。

【概要】

市民が多様なジャンルの文化芸術に触れることができる事業をはじめ、次代を担う子どもたちの豊かな

感性と心を育むための事業、文化芸術の裾野を広げるアウトリーチ事業や人材育成事業などを行う。

また、地域の独自性を活かした事業を展開することで、久留米の歴史ある伝統文化や地域資源の再

発見、次世代への継承につなげるとともに、新たな久留米ならではの文化を創造・発信する。

実績

令和3年度

　　　　事業費　（千円）

令和4年度

51,443

「多様かつ上質な文化芸術の鑑賞事業」「久留米ならではの演劇・伝統文

化事業」「子どもの創造力・感性を高める事業」を柱に、年間を通じ様々な

分野の主催事業を展開する。

【主な実施予定事業】

鑑賞事業：演劇「妖精の問題 デラックス」、「パミリヤ」、「桜姫東文章」

　　　　：古典芸能「雅楽公演」、「雅楽レクチャーコンサート」

　　　　：ＮＨＫ「今夜も生でさだまさし」、「新・ＢＳ日本のうた」

子ども事業：「劇場のおしごとたいけん」、

　　　　　  「こどもあそびば」（ワークショップ）

　　　　      「ククノチテクテクマナツノボウケン」(ダンス作品)

久留米の文化事業：「芸能フェスティバル」

普及啓発事業：「知る/みる/考える　私たちの劇場シリーズ」

　　　　　　　「ユースプログラム　新しい演劇鑑賞教室」

61,308 25,922

年度初めは、緊急事態宣言の影響により一部休館となるなど、ほとんどの事

業が中止となったが、一部事業においてはオンライン配信への切り替えや振替

公演を実施するなどして取り組んだ。

　また、年度後半は、感染防止対策を取りながら、事業実施に努めた。

【主な実施事業】

鑑賞事業：音楽「藤井フミヤコンサート」

子ども事業：音楽「宮川彬良＆アンサンブル・ベガコンサート」

　　　　　  演劇「ピン・ポン」

普及啓発事業：「くるめと安徳天皇伝説」（一部オンライン開催）

　　　　　　：「誰にでも書ける、あなたにしか書けない戯曲講座」

　　　　　　：「木ノ下裕一トーク＆レクチャー」（オンライン開催）
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　久留米シティプラザ 提携事業 担当課

予算 決算

予算 決算

ー ー

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　① 久留米シティプラザを創造・発信の拠点とする文化芸術事業の推進

　久留米シティプラザ

課題等

・市民の多様なニーズに対応できる多種多様な事業を今後も継続して計画し、新規ファンの獲得、固

定ファンの増加を図る必要がある。

取組み項目 　　ア.上質で多彩な鑑賞事業の実施

【目的】

  久留米シティプラザを活用し、市民に上質で多様な文化芸術を鑑賞する機会や市民が自ら

  活動し発表する場を提供するとともに、市民のさまざまな文化芸術活動や新たな文化芸術の

  創造を促進していく。

【概要】

  施設の事業実施方針に合致する外部団体等が企画・制作する事業を提携事業として

  位置づけ、市民団体などと連携した取組みを行うことにより、自主的な文化芸術活動や賑わい

  創出活動を支援・促進していくとともに、久留米シティプラザの事業内容の充実を図る。

令和3年度

鑑賞事業：演劇「毒薬と老嬢」、「てなもんや三文オペラ」

　　　　：朗読劇「泉ピン子のすぐ死ぬんだから」

　　　　：ミュージカル「ブラッド・ブラザーズ」、「フォーエヴァープラッド」

　　　　：落語「久留米花緑会」

　　　　：音楽「ピアノコンサート」

事業の目的

・概要

実績

ー ー

鑑賞事業：演劇「サンソン」、「首切り王子と愚かな女」

　　　　：ポップス「ゴスペラーズ」、

　　　　：ミュージカル「衛生」

　　　　：落語「久留米花緑会」

　　　　：歌舞伎「木ノ下歌舞伎」

　　　　：バレエ「ロシア国立モスクワ・クラシック・バレエ」

　　　　：その他「サンドウィッチマンライブ」　　　など

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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　久留米シティプラザ 魅力発信事業 担当課

予算 決算

予算 決算

ー

　令和4年度も、様々な媒体を活用し積極的な広報を行うとともに、ウィズ

コロナ・アフターコロナを意識した、利用者への適切な感染対策のアドバイス、

サポートを行っていく。

　また、引き続き利便性の向上に努めるとともに、利用者の立場に立った

親切、丁寧なサービスの提供を行い、新規利用者やリピーターの確保を図

る。

課題等
様々な利用方法を積極的に広報し、各施設の稼働率を向上させていく必要がある。

事業の目的

・概要

【目的】

　久留米シティプラザのさらなる情報発信やサービスの向上等により、施設利用の促進へとつなげ、シ

ティプラザをこれまで以上に活用してもらうことで、市民のさまざまな文化芸術活動や新たな文化芸術

の創造を促進していく。

【概要】

   SNS をはじめとした様々な媒体による情報発信や、マスコミ等への働きかけによる広報活動に積

極的に取り組むとともに、施設利用者等への調査や企業訪問等を通して、また、館内に設置した「石

橋文化センター情報サテライト」を活用した情報発信やチケット販売、空いている会議室の学習室とし

ての市民開放、インターネットを活用した施設予約システムの検討など、施設利用に係る利便性の向

上を図りながら、市民等による久留米シティプラザの積極的な利用促進に努める。

　

〇令和3年度来場者数（令和2年度）

　163,428人（120,370人）

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

11,113 8,193

　情報誌の発行(月１回)や各SNSでの発信、ドリームスFMでの周知、新

聞・雑誌、駅貼り広告などを含め、公演やチケットの発売情報、また、施設

の様々な利用法等について、積極的な広報発信に努めた。

　また、利用者満足度の向上を図るため、施設利用のWeb予約の導入、

チケット代金のキャッシュレス決済の運用拡大、ホームページの施設利用に関

する掲載内容の見直しを行った。

　施設稼働率や来場者数は回復傾向にあるものの、昨年度同様、休館

や営業時間短縮等の影響を受けており、コロナ前の水準まで回復するには

時間を要すものと思われる。引き続き、主催者等に対する感染防止対策の

アドバイスやサポートに努める。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）

8,587

取組み項目 　　ウ.積極的な広報活動の実施や施設の利便性の向上

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名 　久留米シティプラザ

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　① 久留米シティプラザを創造・発信の拠点とする文化芸術事業の推進
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　美術館事業（コレクション形成） 担当課

予算 決算

予算 決算

80,337

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　② 魅力あふれる美術館づくり

　文化振興課

課題等

・美術振興基金への寄附の呼びかけ、PRの検討

取組み項目 　　ア.郷土の歴史をふまえた特徴あるコレクション形成

【目的】

  美術館の運営が、平成28年10月に（公財）石橋財団から市へ移行したことに伴い、新たな

  美術館としてのビジョン・コンセプトに基づく円滑な管理体制を構築し、石橋文化センター全体

  のミュージアム化などにより、市民により親しんでもらえる美術館を目指し運営管理していく。

【概要】

 近代以降、すぐれた洋画家たちを輩出してきた久留米の歴史と、同じく多くの洋画家たちを生んだ

 九州全域に目を向け、久留米ゆかりの作家を核とした九州洋画の体系的コレクションを形成する。

 収集に際しては、「久留米市美術品収集委員会」（美術関係の学識経験者5名で構成）の

 意見を聴きながら進めていく。

 美術品及び美術に関する資料を取得するための資金を積み立てるため、平成27年1月に「美術

 振興基金」を設置し、広く寄付を募っている。

【コレクション収集実績】

・154点（購入：109点、寄贈：45点）令和4年3月末現在

令和3年度

・収集委員会：2回開催予定

　　　 美術品購入費       ：80,000千円

            収集委員会運営費：     337千円

・美術振興基金への寄附：24,533,814円（個人2件）

　　　　　　　　　　　　　　※令和4年4月末現在

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）
実績

66,802

・収集委員会：2回開催（7月、2月）

　　　　　　  絵画15点（購入4点、寄贈11点）の収集決定

            絵画4点購入額　  ：11,450千円

　　　 収集委員会運営費：     302千円

・美術振興基金残高　　  ：374,852千円　※令和3年3月末

・美術振興基金への寄附　：    1,000千円（個人1件）

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
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　美術館事業（展覧会、教育普及事業） 担当課

予算 決算

予算 決算

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

取組み項目 　　イ.魅力ある展覧会や教育 普及活動の展開

事業の目的

・概要

【目的】

石橋美術館の運営が、平成28年10月に（公財）石橋財団から市へ移行したことに伴い、 新たな

美術館としてのビジョン・コンセプトに基づく円滑な管理体制を構築し、石橋文化センター 全体のミュー

 ジアム化などにより、市民により親しんでもらえる美術館・石橋正二郎記念館として運営管理していく。

【概要】

 恵まれた立地環境を活かし、石橋文化センター全体をひとつのミュージアムと捉え、美術館事業 と

 園内イベントなどと連携した事業を展開する。

 

    指定管理者：（公財）久留米文化振興会

　　　　　　　　※指定期間（第2期：令和3年4月～令和8年3月31日まで）

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　② 魅力あふれる美術館づくり

　文化振興課

課題等

・展覧会および石橋正二郎記念館への入館者を増やすための工夫

〇展覧会（本館２階）

　①　「デビュー50周年記念　萩尾望都　ポーの一族展」4/17～6/13

　②　「没後70年　南薫造」7/3～8/29

　③　「九州洋画Ⅱ：大地の力–Black Spirytus」9/18～12/12

　　　　※トラックヤード新設工事のため、12/13から本館を休館

〇教育普及

　美術講座等の開催、ワークシートの配布

〇石橋正二郎記念館の運営

　本館休館中に「ぺりかんくらぶ」と題したイベントを開催。

　石橋財団コレクションの展示替など

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

178,468

〇展覧会（本館２階）

　　※トラックヤード新設工事のため、10月28日まで本館を休館

　①　「生誕140年　ふたつの旅　青木繁×坂本繁二郎」 10/29～1/22

　②　「リアル（写実）のゆくえ」 2/11～4/2

〇教育普及

　美術講座等の開催、ワークシートの配布

〇石橋正二郎記念館の運営

　本館休館中に「ぺりかんくらぶ」と題したイベントを開催。

　石橋財団コレクションの展示替など

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

186,932 186,932
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 美術館事業（石橋文化センター全体のミュージアム化） 担当課

予算 決算

予算 決算

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　② 魅力あふれる美術館づくり

　文化振興課

取組み項目 　　ウ.石橋文化センターをひ とつのミュージアムと捉えた活動

事業の目的

・概要

【目的】

  美術館の運営が、平成28年10月に（公財）石橋財団から市へ移行したことに伴い、新たな

  美術館としてのビジョン・コンセプトに基づく円滑な管理体制を構築し、石橋文化センター全体

  のミュージアム化などにより、市民により親しんでもらえる美術館として運営管理をしていく。

【概要】

  恵まれた立地環境を活かし、石橋文化センター全体をひとつのミュージアムと捉え、美術館事業

  と園内イベントなどと連携した事業を展開する。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

－ ー

〇ミュージアムコンサート

地域で活動する演奏家を支援するとともに、優れた演奏を気軽に楽しめる

機会を市民に提供するコンサートを開催。コンサートチケットで展覧会入館料

が無料。4/25、8/12、10/27、11/23開催、1/23中止。

〇ガーデンテラスコンサート

美術館西側のガーデンテラスで夕刻に行うコンサート。開催日は美術館延長

開館、17時以降入館無料。10/2、3開催。

〇久留米市美術館開館5周年記念石橋文化センターアートフェスティバル

地元の子どもたちやアーティスト、学生が石橋文化センターの空間や自然、歴

史や文化に着想を得て作品を制作。また、美術館開館5周年を記念した特

別作品を制作・展示。バラや紅葉が彩る秋の園内で展示しライトアップを

行った。

〇ミュージアム クリスマス

クリスマスの時期に、園内をライトアップ。クリスマスにちなんだワークショップや

コンサートを開催。

〇ミュージアムバレンタイン

バレンタインの時期に、イルミネーションやコンサートをフラワーイベントを開催。

課題等
効果的な事業の広報など

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
　計画

－ ー

〇ミュージアムコンサート

地域で活動する演奏家を支援するとともに、優れた演奏を気軽に楽しめる

機会を市民に提供するコンサートを開催。コンサートチケットで展覧会入館料

が無料。4/26（開園記念日）他4回開催予定。また、日本庭園50周年を

記念した水上ステージコンサートを開催予定。

〇ガーデンテラスコンサート

美術館西側のガーデンテラスで夕刻に行うコンサート。開催日は美術館延長

開館。5/28、6/4　他年数回開催予定。

〇石橋文化センターアートフェスティバル

地元の子どもたちやアーティスト、学生が石橋文化センターの空間や自然、歴

史や文化に着想を得て作品を制作。バラや紅葉が彩る秋の園内で昼とライ

トアップされた夜間に展示。

〇ミュージアム クリスマス

クリスマスの時期に、園内をライトアップ。市民参加型ワークショップ等を開催

予定。

〇ミュージアムバレンタイン

バレンタインの時期に、イルミネーションやコンサートを開催予定。
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　美術館事業（寄付やボランティア制度など） 担当課

予算 決算

予算 決算

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進

取組みの内容 　　② 魅力あふれる美術館づくり

　文化振興課

取組み項目 　　エ.市民とともに創り育て る仕組みづくり

事業の目的

・概要

【目的】

  美術館の運営が、平成28年10月に（公財）石橋財団から市へ移行したことに伴い、新たな

  美術館としてのビジョン・コンセプトに基づく円滑な管理体制を構築し、石橋文化センター全体

  のミュージアム化などにより、市民により親しんでもらえる美術館として運営管理していく。

【概要】

 市民の美術館への関心を高める取組みを進めるとともに、ギャラリートークやワークショップなどの

 補助をするボランティアの育成・支援や寄付制度の活用など、 さまざまな場面で、市民の協力や

 支援を得ながら活動することで、市民に「自分たちの美術館」 として親しまれる美術館を目指す。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

－ －

〇美術館ボランティア：40人（令和3年10/6現在）

　学校団体受け入れ時などの補助

※コロナの影響によりボランティア研修は、対面とオンラインの同時実施方

式で開催

　

〇友の会会員制度（408人うちミュージアム会員349人、スタンダード会員

59人）（令和3年10/6現在）

〇企業協賛制度（39件）（令和3年10/6現在）

〇寄附制度（5件）（令和3年10/6現在）

※令和3（2021）年度より園内の魅力向上のための寄附制度を創設

課題等

協賛・寄附制度の効果的なPR

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

－ －

〇美術館ボランティア：35人（令和4年　5/31現在）

　学校団体受け入れ時などの補助

※コロナの影響によりボランティア研修は、対面とオンラインの同時実施方

式で開催

　

〇友の会会員制度（448人うちミュージアム会員372人、スタンダード会員

76人）（令和4年5/8現在）

〇企業協賛制度（39件）（うちスペシャルパートナー（BS）1件、オフィ

シャルパートナー5件含む／令和4年5/27現在）

〇寄附制度（8件）（令和4年5月現在）、その他募金あり
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　そよ風ホール活用事業 担当課

予算 決算

予算 決算

課題等

・全市民を対象としつつも、立地等の事情もあり、結果的に、田主丸周辺地域の住民の参加が中心と

なっている

・低料金で文化事業に触れる機会を提供するとともに、他公共文化施設における料金設定との均衡を

図る必要がある

・市内他施設（久留米シティプラザ・石橋文化ホール・インガットホール等）との連携による利用促進

・コロナ禍においては、感染状況により首都圏を中心とした出演者の招へいが出来ないリスクが常にある

ため、地元を中心に活動する出演者の機会を増加させる必要がある

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進 

取組みの内容 　　③ 各文化施設の強みを活かした効果的な事業の展開

　文化振興課

　田主丸総合支所文化スポーツ課

取組み項目 　　ウ. 田主丸複合文化施設［そよ風ホール］文化ホール

【施設について】

田主丸複合文化施設（「そよ風ホール」）は、文化芸術の振興及び生涯学習の振興を図り、

文化芸術の振興及び社会福祉の向上に寄与することを目的として設置された、500席を有する

文化ホールと図書館等を備えた複合施設である。市が直接管理運営を行っている。

【概要】

市民が「そよ風ホール」を通じて優れた文化に広く親しめる事業の企画及び運営を進め、市民

文化の高揚と文化活動の推進を図ることを目的に、地域の文化関係者等で組織された

「そよ風ホール企画運営事業実行委員会」に対し、経費の一部を補助する。

令和3年度

【招聘事業】　会場：ホール

　①Jazzコンサート（クラシック以外のジャンル）

　②ケロポンズファミリーコンサート（子ども・ファミリー向け）

　③POPSコンサート（クラシック以外のジャンル）

　④寄席（古典芸能）

【普及・参加型事業】　会場：ホール等

　ミニコンサート（サマーコンサート、オータムコンサート、ウィンターコンサート、ス

プリングコンサート）を、地元で活躍するアーティストを招き実施（入場無

料）。

【展示事業】　会場：市民ギャラリー

　①絵画展（4月、8月）

　②写真展（5月、7月、9月、11月、1月、3月）

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）
実績

6,565 4,931

【招聘事業】　会場：大ホール、ロビー

　①九州交響楽団演奏会（クラシック）2/26

　②ケロポンズファミリーコンサート（子ども・ファミリー向け）※中止

　③Jazzコンサート（クラシック以外のジャンル）※中止

　④そよ風シネマ（映画上映会）1/29（昼の部、夜の部で実施）

【普及・参加型事業】　会場：大ホール等

　ミニコンサートを、地元で活躍するアーティストを招き実施（入場無料）

　：スプリングコンサート（3/20オカリナ・ギター）

【展示事業】　会場：市民ギャラリー

　①絵画展（8月）

　②写真展（11月、1月、3月）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためホールの客席を１／２に制限。

展示事業はコロナ蔓延中の開催を見送り、回数を減らして開催。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

6,298
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　インガットホール活用事業 担当課

予算 決算

予算 決算

課題等

・全市民を対象としつつも、立地等の事情もあり、結果的に、周辺地域の住民の参加が中心となって

  いる。

・入場料を安価に設定することにより、久留米シティプラザや石橋文化ホール等で開催される同事業

 との間に料金面での不均衡が生じている。

・市内他施設（久留米シティプラザ・石橋文化ホール・そよ風ホール等）と連携した利用促進。

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （３）文化施設の特性を活かした文化芸術の創造と活動の推進 

取組みの内容 　　③ 各文化施設の強みを活かした効果的な事業の展開

　文化振興課

　城島総合支所文化スポーツ課

取組み項目 　　エ.城島総合文化センター インガットホール

【施設について】

 城島総合文化センターは、文化芸術及び生涯学習の振興を図り、文化芸術の振興及び

 社会福祉の向上に寄与することを目的として設置された施設で、約600席を有するインガット

 ホールや図書館、研修室、和室等を備えた複合施設である。市が直接管理運営を行っている。

【概要】

 文化芸術による市民の融和を図り、市民の文化芸術活動の更なる促進と心豊かな地域の

 発展に寄与することを目的として、地域の文化関係者等で組織された「インガットホール活用

 実行委員会」に対し、その経費の一部を補助している。

令和3年度

①市民との協同事業

　筑後酒造り唄・そろばん踊り唄コンクール

②鑑賞事業

　ピアノコンサート、吉俣良コンサート、九州交響楽団コンサート

③市民活動支援事業

　Jフェス第9回城島音楽祭、創作劇ゆう太のぼうけん、キッズワークショッ

　プ「こどものあそびば」

④普及事業

　地域の小学校でのワークショップ（公共ホール音楽活性化支援事業）、

民謡にトライ、出張音楽タイムなど

　※収容人員については制限を設けないが、今後も手指消毒の徹底など

の新型コロナウイルス感染防止策を講じる。

事業の目的

・概要

　　　　事業費　（千円）

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

6,076

実績

6,911 3,016

①市民との協同事業

　筑後酒造り唄・そろばん踊り唄コンクール  ※中止

②鑑賞事業

　クラシックコンサート※中止、大衆演劇  ※中止、

　九州交響楽団コンサート　1/23　※席数1/2で開催

③市民活動支援事業（地元芸術化支援事業）

　Jフェス第9回城島音楽祭  ※中止

④普及事業

　公共ホール音楽活性化事業  ※中止

　地域の小学校での民謡にトライ※一部中止、出張音楽タイム※中止
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　芸術家等に関する情報収集 担当課

予算 決算

予算 決算

ー ー

・様々な文化芸術に関する情報の入手

・インターネット等の活用 など、多用な手法で、久留米市にゆかりのある

人材情報等の収集に努める。

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （４）効果的かつ積極的な情報の収集と発信

取組みの内容 　    ① 芸術家などに関するデータの収集・整理

課題等

　文化振興課

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

ー ー

・様々な文化芸術に関する情報の入手

・インターネット等の活用 など、多用な手法で、久留米市にゆかりのある

人材情報等の収集に努める。

取組み項目 　　ア. 久留米市ゆかりの芸術家等に関する情報の収集

事業の目的

・概要

【目的】

　インターネット等を活用した多様な手法により、久留米市の文化芸術に関する先達を含め、

 市内の芸術家や文化芸術団体など久留米市にゆかりのある人材の情報収集に努める。

【概要】

 (1)芸術家等に関する情報収集

　 　様々な専門機関等を活用した文化芸術に関する最新情報の入手や、インターネット等

　 の活用 など、多用な手法で、久留米市にゆかりのある人材情報等の収集に努める。

　 　これまで、紙ベースで収集し過去の記録として保管している情報を含めて、情報の整理や

　 活用方法についても検討を行う。

 

 (2)音楽によるまちづくり推進事業におけるミュージシャン情報の活用

　　「くるめ街かど音楽祭」や「くるめライブチャレンジ」等に出演した一部のミュージシャンに

　ついては、育成支援という視点で、市内で開催されるイベント等において活動の機会を

　提供している。　※平成29年度より開始

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績
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　久留米シティプラザ　普及啓発事業 担当課

予算 決算

予算 決算

課題等

・アウトリーチ開催場所は公募等による選定を行っており、予定数を上回る申込があるなど、本事業は好

評を得ているが、実施可能な件数には限度があり、調整が必要。

・コロナ禍の状況下において、開催場所、開催にあたっての対策等、万全を期す必要がある。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画

4,870

　今年度は、次世代を担う人材育成を目的とした教育普及プログラムを

展開。若年層が劇場で演劇に触れ、アーティストや参加者同士で対話を

重ねる新たな取組を実施する。また、観劇サポート付き公演を実施し、後

年度に定着するよう取り組む。

・「知る/みる/考える　私たちの劇場シリーズ」

・ユースプログラム「新しい演劇鑑賞教室」

・観劇サポート付き公演の実施

・アウトリーチ事業（落語）

取組み項目 　　イ. 文化芸術普及活動の実施

事業の目的

・概要

【目的】

普段、なかなか劇場に足を運ぶきっかけがない方や、何らかの事情で劇場に足を運ぶことが困難な

方、そして未来を担う子どもたちに、芸術や芸術家とふれあう機会を目的とする。特に、子どもや

高齢者、障害を持った方に向けたワークショップや鑑賞事業を展開していく。

【概要】

(1)派遣型アウトリーチ事業

・病院に入院していたり、高齢者施設に入所していたり、普段劇場に足を運ぶ環境にない方に

  文化芸術や芸術家と触れ合う機会を提供する。

・公演だけではく、様々な体験などを通して、対象者が文化芸術への興味・関心を高めることを

 目指す。

(2)鑑賞・体験サポート事業

・普段、年齢制限があってなかなかコンサートに行けない未就学児やその家族にも、文化芸術に

  触れていただくための鑑賞事業やワークショップを実施する。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

4,371 1,667

年度初めは、緊急事態宣言の影響により一部休館となるなど、ほとんどの

事業が中止となったが、一部事業においてはオンライン配信への切り替えや

日程の再調整等を行いながら取り組んだ。

・くるめと安徳天皇伝説（一部オンライン開催）

・木ノ下裕一トーク＆レクチャー（オンライン開催）

・誰にでも書ける、あなたにし書けない戯曲講座

・リージョナルシアター事業

取組みの内容 　　② 文化芸術をより身近に感じてもらうための取り組みの推進

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名 　久留米シティプラザ

計画の柱    （４）効果的かつ積極的な情報の収集と発信
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　様々な媒体を活用した情報発信 担当課

予算 決算

予算 決算

ー ー

久留米市文化芸術振興基本計画事業説明資料

事業名

計画の柱 （４）効果的かつ積極的な情報の収集と発信

取組みの内容     ③ 様々な媒体を活用した戦略的な情報の発信  

　関係各課

課題等
幅広い世代へ情報を届けるための、SNSなど多様な媒体の活用

取組み項目  　ア. 広報紙、ケーブル TV、 FM 放送等による発信  イ.ホームページの充実、SNS等による発信

事業の目的

・概要

【目的・概要】

　久留米シティプラザをはじめ、市内で行われる上質で多彩な催しについて、特に市民や福岡都市圏、

近隣市町等に向けて関心を高めるような広報の充実を念頭に、新聞や広報誌といった紙媒体

やTV、ラジオ、ホームページ、SNSなど、様々な情報媒体や機能を幅広く活用し、最も効果的な方法で、

迅速に情報を発信する。

①広報物

 ・広報くるめ（毎月1回発行）※令和3年度より、毎月2回→1回に変更

 ・石橋文化センター広報紙「みどりのリズム」（毎月発行）

 ・久留米シティプラザ情報誌（毎月発行）

②ドリームスFM

 ・コミュニティFMラジオの朝・夕方の番組で、文化情報を発信するコーナーを設け、市主催の文化

   事業や後援している文化活動を紹介し、情報発信している。（週3～4日放送）

 ・ドリームスＦＭプラザ情報番組（毎週放送）

③その他

 ・ケーブルTVや福岡市や北九州市に拠点を置くラジオ局の番組、（公財）久留米観光コンベン

  ション国際交流協会、無料情報誌などで、市主催の文化事業を紹介する。（随時）

・ホームページの充実やSNSなど多様な媒体を活用した情報発信を行う。

・広報くるめやコミュニティFMラジオで市主催の文化事業や後援している文化

芸術活動、事業等を紹介する。

・ホームページやSNSなど多様な媒体を活用した情報発信を行う。

・コロナ禍により、美術館に来館できない方等に向け、久留米市美術館のコレ

クションや久留米出身画家、教育普及事業などを紹介する動画を制作し、

美術館のフェイスブックや久留米市のホームページなどで配信する。

令和3年度

　　　　事業費　（千円）
実績

ー ー

・広報くるめやコミュニティFMラジオで市主催の文化事業や後援している文化

芸術活動、事業等を紹介。

・ホームページやSNSなど多様な媒体を活用した情報発信を行った。

・コロナ禍により、美術館に来館できない方等に向け、久留米市美術館のコレ

クションや久留米出身画家を紹介する動画を制作し、美術館のフェイスブック

や久留米市のホームページなどで配信した。

令和4年度

　　　　事業費　（千円）
計画
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